
3月12（土）、金浦中学校の卒業式が行われました。
金浦町立金浦中学校としては、最後の卒業生。
一人ひとり、一度きりの人生。前に向かって進んで行ってほしい。
ご卒業おめでとうございます。

―限りない未来へ向けて―
「 巣 立 ち 」
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平成17年度の予算は、昨年度に引き続き、国
の三位一体改革の影響と長引く景気の低迷を受
け、非常に厳しい編成となりました。
歳入は、町税収入の伸び率が対前年度予算比

で0.1％となりましたが、補助事業の減少や町
債の比率の低下などによって、一層、地方交付
税への依存度が高まっています。
これにより、平成17年度の一般会計予算の総

額は、23,000千円減少し、28億5百万円となり
ます。

○特別会計
特別会計とは、国保や育英資金
など特定の事業に関する運営費を
まかなうもので、金浦町には5つ
の特別会計があります。
○企業会計
企業会計とは、料金収入などを
もって独立採算を図る事業で、ガ
ス事業と水道事業がこれにあたり
ます。

老人保健特別会計
予算額 ５億1285万円
70歳以上の方の医療費を支出し
ています。

国民健康保険事業特別会計
予算額 ４億6200万円
自営業や退職した方々の医療費
を、国と加入者の皆さんで負担し
合います。

■
歳
　
入

歳
入
は
、
町
税
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
や
使
用
料
・
手
数
料
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
歳
入
は
、
国
の
三
位

一
体
改
革
の
影
響
と
、
長
引
く
景
気

の
低
迷
に
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
非
常
に
厳
し
い
数
値
と
な
り
ま
し

た
。町

税
の
伸
び
率
は
0.1
％
、
そ
の
中

身
を
見
る
と
、
個
人
町
民
税
は
対
前

年
度
予
算
比
一
五，

〇
〇
〇
千
円
と

伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
の
ほ
か
、
国
庫
支
出

金
及
び
県
支
出
金
な
ど
の
補
助
金
の

構
成
比
率
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
一
層
、
地
方
交
付
税
へ
の
依
存

度
が
高
ま
っ
た
（
41.7
％→

45.3
％
）
と

言
え
ま
す
。

28億500万円
【歳入】
１年間全ての収入

【地方交付税】
所得税など国が徴収した税金の中から、人
口規模等に応じて交付されたお金
【町債】
町の借入金のこと。

【国庫支出金】
町の特定の事務や事業に対して国から支給
される給付金のこと
【繰入金】
基金の取崩しによって一般会計に繰り入れ
たお金
【諸収入】
雑入など、その他の収入

【使用料及び手数料】
皆さんが町の施設を使ったり、、住民票な

どの交付に支払ったお金
【地方譲与税】
国が徴収した自動車重量税などから配分さ
れたお金
【地方特例交付金】
平成11年度から恒久減税を補うために国か
ら交付されたお金

●用語のチェック●

地方交付税 
1,270,000千円 
（45.3%） 

地方交付税 
1,270,000千円 
（45.3%） 

県支出金  
139,447千円 
（5.0%） 

町債 
327,100千円 
（11.7%） 

国庫支出金 
87,372千円 
（3.1%） 

国庫支出金 
87,372千円 
（3.1%） 

繰入金 
173,001千円 
（6.2%） 

町税 
437,488千円 
（15.6%） 

町税 
437,488千円 
（15.6%） 

その他 
237,241千円 
（8.4%） 

地方譲与税 60,900千円 
地方消費税交付金 47,000千円 
自動車取得税交付金 12,000千円 
地方特例交付金 10,000千円 
利子割交付金 1,400千円 
ゴルフ場利用税交付金 1,300千円 
交通安全対策特別交付金 650千円 
配当割交付金 100千円 
株式等譲渡所得割交付金 1千円 

地方譲与税 60,900千円 
地方消費税交付金 47,000千円 
自動車取得税交付金 12,000千円 
地方特例交付金 10,000千円 
利子割交付金 1,400千円 
ゴルフ場利用税交付金 1,300千円 
交通安全対策特別交付金 650千円 
配当割交付金 100千円 
株式等譲渡所得割交付金 1千円 

地方譲与税等 
133,351千円 
（4.7%） 

使用料及び手数料 100,330千円 
諸収入 78,016千円 
分担金及び負担金 46,116千円 
財産収入 12,776千円 
寄附金 2千円 
繰越金 1千円 

使用料及び手数料 100,330千円 
諸収入 78,016千円 
分担金及び負担金 46,116千円 
財産収入 12,776千円 
寄附金 2千円 
繰越金 1千円 

歳入 
2,805,000千円 

■特別会計及び企業会計

個
人
町
民
税
は
、
対
前
年
予

算
比
一
五，
〇
〇
〇
千
円
の
増
加



住みよいまちづくり実現に
総額28億5百万円でスタート

平成17年度予算
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水道事業会計
収益的収支 8525万２千円
資本的収支 １億289万２千円
安心して飲める水を供給するための予算です。
川尻・竹嶋潟３号線水道本管入替工事などを
行います。

ガス事業会計
収益的収支 8396万７千円
資本的収支 １億4479万７千円
安全なガスの供給を行います。
川尻・竹嶋潟３号線のガス本管入替工事など
を行います。

育英資金特別会計
予算額 460万６千円
高校生、大学生等の修学支援を
行います。

簡易水道事業特別会計
予算額 405万円
上水道区域以外の簡易水道（前
川、大竹）の管理運営を行います。

農業集落排水事業特別会計
予算額 2480万１千円
農業集落排水の雄処理のために
使われます。

■
歳
　
出

歳
出
は
、
大
き
く
分
け
て
庁
舎
管

理
な
ど
の
総
務
費
、
福
祉
な
ど
に
使

わ
れ
る
民
生
費
、
学
校
運
営
や
社
会

教
育
に
使
わ
れ
る
教
育
費
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
歳
出
は
、
歳
入
予
算

の
厳
し
い
現
実
を
踏
ま
え
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
の
費
用

は
確
保
し
つ
つ
も
、
消
耗
品
や
管
理

費
用
な
ど
の
経
常
経
費
の
圧
縮
に
努

め
ま
し
た
。

◆
平
成
17
年
度
の
主
な
事
業

○
体
育
セ
ン
タ
ー
塗
装
工
事

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
野
表
面
処
理

７
５
０
万
円

○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
外
壁
塗
装

９
０
０
万
円

○
金
浦
大
竹
線
道
路
改
良
工
事

（
大
竹
赤
坂
付
近
）

１
億
７
５
３
８
万
円

○
保
育
所
運
営
費
負
担
金

１
億
４
５
７
万
円

○
森
林
病
害
虫
等（
松
く
い
虫
）防
除

６
３
０
万
円

○
仁
賀
保
地
区
消
防
組
合
負
担
金

１
億
５
５
６
５
万
円

○
南
極
公
園
遊
具
補
修
工
事

５
０
０
万
円

平成17年度予算

住みよいまちづくり実現に
総額28億5百万円でスタート

一般会計予算
【歳出】
１年間の支出

【教育費】
学校運営や公民館、体育ｾﾝﾀｰ、生涯学習な
どに使うお金
【総務費】
職員の人件費、庁舎管理、選挙など町の総
括的な事務に使うお金
【土木費】
道路、河川、住宅管理、宅地分譲などに使
うお金
【民生費】
住民の一定水準の生活と、安定した社会生
活を保障するのに必要なお金
【農林水産業費】
町の基幹産業である農業や水産業の振興に
使うお金
【公債費】
町債の返済に使うお金

●用語のチェック●

農林水産業費 
209,872千円 
（7.5%） 

農林水産業費 
209,872千円 
（7.5%） 

土木費 
653,841千円 
（23.3%） 

公債費 
343,765千円 
（12.3%） 

公債費 
343,765千円 
（12.3%） 

総務費 
354,653千円 
（12.6%） 

総務費 
354,653千円 
（12.6%） 

民生費 
484,940千円 
（17.3%） 

土木費 
653,841千円 
（23.3%） 

民生費 
484,940千円 
（17.3%） 

教育費 
232,166千円 
（8.3%） 

教育費 
232,166千円 
（8.3%） 

衛生費 
197,996千円 
（7.1%） 

衛生費 
197,996千円 
（7.1%） 

商工費 
94,418千円 
（3.3%） 消防費 

157,865千円 
（5.6%） 

その他 
75,484千円 
（2.7%） 

議会費 66,815千円 
予備費 5,018千円 
労働費 3,613千円 
災害復旧費 36千円 
諸支出金 2千円 

歳出 
2,805,000千円 

消
耗
品
、
管
理
な
ど
の
経
常

経
費
は
削
減
傾
向
へ



お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
７
月
下
旬
ま
で
に
は
こ

の
地
域
の
携
帯
電
話
不
感
に
つ
い
て
、
解
消
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
仁
賀
保
地
区
都
市
ガ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地

建
設

金
浦
町
ガ
ス
事
業
所
で
は
、
都
市
ガ
ス
の
原
料
と

し
て
、
自
家
井
戸
天
然
ガ
ス
と
プ
ロ
パ
ン
、
そ
れ
に

石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
か
ら
由
利
原
の
天
然
ガ
ス

を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
購
入
し
、
お
客
様
に
供

給
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
国
土
交
通
省
の
実
施
予
定
の
高
規
格
幹
線

道
路
の
建
設
に
伴
い
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
移
設
替
え

が
発
生
し
、
こ
れ
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
方
式
か
ら
、
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
導
入
が
提
案
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

今
後
の
ガ
ス
事
業
へ
の
影
響
を
勘
案
し
、
金
浦
町

黒
川
地
内
の
臨
海
工
業
団
地
に
３
町
分
の
能
力
を
有

し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地
を
総
額
四
億
六
千
万
円
で
建

設
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
と
の
話
し
合
い
の
結

果
、
３
町
合
計
の
負
担
額
は
お
よ
そ
一
億
二
千
九
百

万
円
で
、
金
浦
町
の
負
担
は
約
二
千
五
百
万
円
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

工
事
の
着
工
は
今
年
５
月
頃
を
目
安
に
し
、
現
在

３
町
共
同
で
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
「
熱
量
変
更

事
業
」
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
平
成
18
年
５

月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

■
大
竹
地
区
へ
の
企
業
誘
致

建
設
面
積
が
三
百
八
十
坪
で
印
刷
機
械
製
造
、
レ
ー

ザ
ー
加
工
、
そ
の
他
を
業
と
し
、
年
商
七
億
円
の
企
業

が
平
成
17
年
７
月
着
工
を
目
指
し
て
造
成
工
事
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。
企
業
名
は
有
限
会
社
ア
リ
エ
ス
と
言
い
、

男
子
型
で
雇
用
人
数
は
60
人
程
度
で
あ
り
ま
す
。
９
月

に
は
操
業
を
開
始
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
の
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
10

日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

10
日
の
初
日
は
、
佐
々
木
町
長
に
よ
る
町
政
報
告

の
後
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
条
例
、
予
算
な
ど

は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
三
千
日
達
成

金
浦
町
に
お
い
て
は
、平
成
８
年
11
月
23
日
以
来
、

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
去
る
２
月
９

日
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
三
千
日
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
記
録
は
現
在
秋
田
県
内
で
は

最
も
長
い
記
録
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に

住
民
の
皆
様
の
交
通
事
故
防
止
に
対
す
る
ご
協
力
の

賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
三
町
合
併
関
係

去
る
12
月
20
日
開
催
の
第
20
回
協
議
会
に
お
い
て

は
、
新
市
の
名
称
は
「
に
か
ほ
市
」、
事
務
所
の
位

置
は
由
利
郡
象
潟
町
字
浜
ノ
田
一
番
地
の
現
象
潟
町

役
場
と
し
、
仁
賀
保
町
役
場
を
「
仁
賀
保
庁
舎
」、

金
浦
町
役
場
を
「
金
浦
庁
舎
」、
象
潟
町
役
場
を

「
象
潟
庁
舎
」
と
呼
称
、
文
化
施
設
を
合
併
後
３
年

以
内
に
金
浦
地
内
に
建
設
し
、
引
き
続
き
総
合
体
育

新
市
の
移
行
作
業
に
全
力
投
球
！

4

町
政
報
告

施
設
を
金
浦
地
内
に
建
設
す
る
こ
と
を
重
要
事
項
の

一
つ
と
し
て
、
協
定
書
に
お
い
て
も
明
記
す
る
こ
と

で
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
合
併
に
関
す
る
協
議
事
項
は
す
べ

て
確
認
さ
れ
、
去
る
２
月
４
日
に
は
秋
田
県
知
事
を

特
別
立
会
人
に
お
願
い
し
ま
し
て
、
３
町
長
に
よ
る

合
併
協
定
調
印
が
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
の
午
後
か
ら
３
町
同
時
に
臨
時
議

会
を
開
催
し
て
合
併
関
連
議
案
５
議
案
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
可
決
を
い
た
だ
い
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
月
23
日
に
は
総
務
大
臣
よ
り
廃
置
分
合
に
伴
う

市
制
施
行
に
係
る
協
議
に
つ
い
て
異
議
な
し
と
の
回

答
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
予
定
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
３
町
の
廃
置

分
合
議
案
が
県
議
会
で
可
決
さ
れ
た
後
、
総
務
大
臣

に
よ
る
告
示
が
な
さ
れ
た
時
点
で
合
併
の
効
力
が
生

じ
、
10
月
１
日
に
は
「
に
か
ほ
市
」
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

新
市
へ
の
移
行
に
つ
い
は
、
現
在
、
事
務
調
整
作

業
等
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の

方
々
に
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
職
員
一

丸
と
な
っ
て
事
に
当
た
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
黒
川
地
区
及
び
臨
海
工
業
団
地
周
辺
の
携
帯
電
話

不
感
地
域
の
解
消

携
帯
電
話
等
の
移
動
通
信
は
、
通
話
以
外
に
も
メ

ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
様
々
な
用
途
に
活
用
さ

れ
、
今
や
生
活
文
化
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で

あ
り
、
そ
の
不
感
地
帯
の
解
消
は
急
務
の
課
題
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
、
一
日
も
早
い
解
消
を
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
電
気
通
信
事
業

者
よ
り
独
自
の
電
波
到
達
試
験
が
実
施
さ
れ
た
結

果
、
金
浦
黒
川
無
線
基
地
局
設
備
工
事
が
国
道
七
号

線
沿
い
に
４
月
に
は
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
確
定
し
て



■
議
案
第
六
号
及
び
第
七
号

金
浦
町
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

佐
藤
健
氏
（
十
二
林
）
及
び
武
田
國
彦
氏
（
金
浦
）

の
任
命
に
同
意

■
議
案
第
十
一
号

金
浦
町
電
子
計
算
組
織
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
に
委
託
し
て
き
た

電
算
業
務
を
自
庁
方
式
と
す
る
。

■
議
案
第
十
二
号

金
浦
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

雇
入
、
雇
止
審
査
手
数
料
　
４
３
０
円
を
無
料
と

す
る
。

■
議
案
第
十
三
号

金
浦
町
育
英
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

育
英
資
金
の
貸
与
額
を
、
高
等
学
校
生
は
月
額
一

万
円
以
内
か
ら
二
万
円
以
内
に
、高
等
専
門
学
校
生
、

短
期
大
学
生
及
び
専
門
学
校
生
は
月
額
三
万
円
以
内

か
ら
四
万
円
以
内
に
、
大
学
生
は
四
万
円
以
内
か
ら

五
万
円
以
内
と
す
る
。

■
議
案
第
十
四
号

公
有
水
面
の
埋
め
立
て
に
つ
い
て

埋
め
立
て
場
所
　
金
浦
字
岡
の
谷
地
90
番
地
に
隣

接
す
る
護
岸
敷
地
の
公
有
水
面

埋
め
立
て
面
積
　
４
３
１．
９
３
平
方
メ
ー
ト
ル

事
業
名
　
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

■
議
案
第
十
七
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
六
号
）

平
成
16
年
度
一
般
会
計
に
１
億
２，
０
４
３
万
７

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
31
億
３，
０
４
４
万

８
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
主
な
補
正

役
場
駐
車
場
、
役
場
屋
外
照
明
灯
取
替

１，
０
４
０
万
円

生
活
バ
ス
路
線
運
行
維
持
費
補
助
金

９
９
９
万
円

白
瀬
記
念
館
施
設
整
備
基
金
積
立
金

６
０
０
万
円

5

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

町
民
課
長

柴
田
　
正
彦

（
産
業
建
設
課
主
席
課
長
補
佐
）

議
会
事
務
局
長

佐
藤
　
正
記

（
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
事
務
局
長
）

社
会
教
育
課
主
幹
兼
課
長
兼

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
事
務
局
長
事
務
取
扱

（
社
会
教
育
課
主
幹
兼
課
長
）

小
柳
　
伸
光

町
民
課
主
席
課
長
補
佐

佐
々
木
鈴
子

（
町
民
課
長
補
佐
）

収
入
役
室
長
補
佐

佐
々
木
千
鶴
子

（
収
入
役
室
会
計
係
長
）

税
務
課
長
補
佐

小
柳
千
鶴
子

（
税
務
課
賦
課
係
長
）

ガ
ス
水
道
事
業
所
主
査

佐
々
木
宏
和

（
ガ
ス
水
道
事
業
所
主
査
）

産
業
建
設
課
主
査

竹
内
　
千
尋

（
産
業
建
設
課
主
任
）

税
務
課
主
査

竹
内
　
　
健

（
税
務
課
主
任
）

産
業
建
設
課
主
事

佐
藤
　
正
継

（
税
務
課
主
事
）

教
育
委
員
会
主
事

伊
藤
　
　
健

（
総
務
課
主
事
）

産
業
建
設
課
主
事

今
野
　
和
則

（
産
業
建
設
課
主
事
補
）

総
務
課
主
事

池
田
　
恵
子

（
総
務
課
主
事
補
）

新
採
用

健
康
福
祉
課
主
事
補

佐
藤
　
義
明

税
務
課
主
事
補

小
池
　
信
貴

産
業
建
設
課
主
事
補

山
木
　
真
彦

教
育
委
員
会
主
事
補

齊
藤
　
雄
介

退
職
者

町
民
課
・
健
康
福
祉
課
主
幹

後
藤
　
隆
男

議
会
事
務
局
主
幹

佐
藤
　
勝
彦

金
浦
町
役
場
職
員
人
事
異
動

平
成
17
年
４
月
１
日
付

平成17年度　金浦町役場職員配置図

主
任
技
能
員

佐
々
木
　
久
　
義

主
任
斉
　
藤
　
　
　
充

主
任
渡
　
部
　
尊
　
志

主
任
佐
々
木
　
真
紀
子

主
事
須
　
田
　
慎
　
人

主
事
池
　
田
　
恵
　
子

主
任
加
　
藤
　
　
　
潤

主
任
山
　
田
　
　
　
高

主
査
竹
　
内
　
　
　
健

主
事
補小
　
池
　
信
　
貴

主
任
斉
　
藤
　
麗
　
子

主
任
深
　
谷
　
宗
　
俊

主
事
笹
　
森
　
　
　
悠

主
任
佐
々
木
　
妙
　
子

主
事
補佐
　
藤
　
義
　
明

主
任
小
　
森
　
俊
　
英

主
任
斉
　
藤
　
浩
　
司

主
事
今
　
野
　
和
　
則

主
事
佐
　
藤
　
正
　
継

主
事
補山
　
木
　
真
　
彦

主
事
補
　
佐
　
藤
　
沙
　
織

主
事
佐
々
木
　
大
　
輔

主
事
中
　
津
　
　
　
健

主
事
補今
　
田
　
和
　
也

主
任
佐
々
木
　
　
　
仁

校
務
員細
　
谷
　
敏
　
子

校
務
員佐
　
藤
　
真
千
子

主
事
伊
　
藤
　
　
　
学

主
事
越
　
川
　
雄
　
一

主
事
伊
　
藤
　
　
　
健

主
事
補斉
　
藤
　
雄
　
介

職
長
補
佐
能
　
藤
　
　
　
悟

主
査
能
　
藤
　
久
　
和

健
康
福
祉
係
長

佐
　
藤
　
リ
サ
子

主
査
板
　
垣
　
景
　
子

主
査
佐
々
木
　
す
え
子

主
査
竹
　
内
　
恵
　
子

主
査
熊
　
谷
　
智
佳
子

主
査
佐
　
藤
　
律
　
子

主
査
竹
　
内
　
千
　
尋

主
査
佐
々
木
　
宏
　
和

主
査
池
　
田
　
た
つ
ゑ

兼
書
記池
　
田
　
恵
　
子

兼
書
記須
　
田
　
慎
　
人

兼
書
記佐
々
木
　
真
紀
子

兼
書
記渡
　
部
　
尊
　
志

兼
書
記斉
　
藤
　
　
　
充

住
民
係
長
斉
　
藤
　
良
　
子

主
席
課
長
補
佐

佐
　
藤
　
正
　
春

主
席
課
長
補
佐

佐
々
木
　
鈴
　
子

課
長
補
佐
佐
々
木
　
悦
　
子

主
席
課
長
補
佐

佐
々
木
　
　
　
完

総
務
課
主
幹
兼
課
長

佐
　
藤
　
定
　
夫

企
画
課
主
幹
兼
課
長

笹
　
森
　
和
　
雄

税
務
課
主
幹
兼
課
長

井
　
口
　
幸
　
夫

町
民
課
長
柴
　
田
　
正
　
彦

町長　佐々木松美

主
席
課
長
補
佐

佐
々
木
　
善
　
博

健
康
福
祉
課
長

佐
　
藤
　
縫
　
子

主
席
所
長
補
佐

北
　
村
　
　
　
正

兼
事
務
局
主
事

池
　
田
　
恵
　
子

兼
選
挙
管
理
委
員
会

副
書
記
長
佐
　
藤
　
正
　
春

ガ
ス
水
道
事
業
所

主
幹
兼
所
長

佐
　
藤
　
金
　
矢

学
校
教
育
課
長

佐
々
木
　
義
　
明

社
会
教
育
課
主
幹
兼
課
長

小
　
柳
　
伸
　
光

議
会
事
務
局
長

佐
　
藤
　
正
　
記

白
瀬
記
念
館

（
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱
）

図
書
館

（
教
育
庁
事
務
取
扱
）

農
業
委
員
会
事
務
局
長

阿
　
部
　
誠
　
一

兼
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長佐
　
藤
　
定
　
夫

産
業
建
設
課
長

佐
　
藤
　
家
　
一

収入役　佐々木勝利教育長　斉藤　健二 助役　佐々木弘志

兼
監
査
委
員
書
記

佐
　
藤
　
正
　
春

佐
々
木
　
真
紀
子

総
務
部
付

合
併
協
議
会
出
向

課
長
待
遇
竹
　
内
　
規
　
悦

主
事
三
　
澤
　
　
　
渉

課
長
補
佐
小
　
柳
　
千
鶴
子

収
入
役
室
長
補
佐

佐
々
木
　
千
鶴
子



【
個
人
の
部
】

功
　
労
　
賞

【
個
人
の
部
】

功
　
労
　
賞

今
年
の
受
賞
者
は
、
個
人
19
名
、

１
団
体
で
す
。

２
月
20
日（
日
）、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
に
お
い
て
、
平
成
16
年
度
金
浦

町
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
度

金
浦
町
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
式
典

6

荒川　道男さん
（木の浦区）

協会副会長。ｻｯｶｰｸﾗ
ﾌﾞ初代代表も務めた。

■
ゴ
ル
フ
協
会

須藤　　浩さん
（花潟区）

協会発足に尽力。設
立以来会長を務める。

■
ゴ
ル
フ
協
会

伊藤　鉄郎さん
（赤石１区）

剣道スポーツ少年団
代表指導員を務めた。

■
剣
友
会

佐々木　貞雄さん
（黒川区）

平成12年度から剣友
会会長。錬士７段。

■
剣
友
会

三浦　愛佳さん
（岡の谷地１区）
由利高等学校３年

■
第
23
回
全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
西
東
北
地
区

予
選
会
優
勝
　
他

板垣　雄大さん
（浜金浦２区）

本荘高等学校１年

■
秋
田
県
高
体
連
中
央
支
部
総
体

柔
道
競
技
90
kg
級
優
勝

佐々木　哲也さん
（黒川区）

西目高等学校３年

■
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
県
予
選
第
３
位

越川　辰一さん
（十二林２区）

本荘高等学校１年

■
秋
田
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会

100
kg
級
優
勝

畠山　慎太郎さん
（前川１区）

秋田商業高等学校
２年

■
第
56
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校

野
球
秋
田
県
大
会
優
勝

佐
々
木
　
昇
さ
ん

（
新
町
１
区
）

金
浦
ブ
ル
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
主

将
を
務
め
る
。

■
野
球
協
会

須藤　征一さん
（大竹３区）

金浦ＢＣの主将を
務めた。

■
野
球
協
会

畠山　　忠さん
（岡の谷地１区）
S45～50まで金浦ｸﾗ
ﾌﾞ助監督を務めた。

■
野
球
協
会

栄
　
光
　
賞

栄
　
光
　
賞

奨
　
励
　
賞

奨
　
励
　
賞



7

春の全国交通安全運動（４月６日～15日）
～急がずにマナーとゆとりで交通安全～

運動の基本　子供と高齢者の事故防止
新入学児童に対する交通ルールの理解とマナーの植

付けを重点課題とするとともに、急激に進展する高齢
化社会に的確に対応するために「子供と高齢者の交通
事故防止」を運動の基本として実施します。
運動の重点
○二輪車の安全利用の推進
○シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の徹底追放

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ事故のない町～

こちら 笑顔印 笑顔印 

区　　　分

金浦町における交通事故発生状況

２月中の事故 平成17年累計
（１月～２月）

平成16年累計
（１月～２月）

件数

死者

傷者

物損事故

人
身
事
故

３件

０人

４人

７件

５件

０人

６人

12件

０件

０人

０人

15件

後藤　賢さん
（赤石１区）

金浦中学校３年

■
第
58
回
本
荘
市
由
利
郡
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
200
ｍ
走
優
勝

池田　翔さん
（地蔵町区）

金浦中学校２年

■
本
荘
市
由
利
郡
秋
季
柔
道
大
会

個
人
81
kg
級
優
勝

板垣　将大さん
（浜金浦２区）
金浦中学校１年

■
本
荘
市
由
利
郡
秋
季
柔
道
大
会

個
人
66
kg
級
優
勝

池田　拓さん
（前川２区）

金浦中学校３年

■
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
大
会
90
kg
級
準
優
勝

今野　亜未さん
（大竹２区）

金浦小学校４年

■
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別

大
会
柔
道
の
部
４
年
生
女
子
の
部

第
３
位

阿部　京佳さん
（踏切１区）

金浦小学校５年

■
第
６
回
本
荘
市
由
利
郡
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
種
目
別
交
流
会
ス
キ
ー
競
技

小
学
校
５
年
生
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム
競
技
優
勝

越川　あゆみさん
（十二林２区）
金浦小学校５年

■
郡
市
少
年
武
道
練
成
大
会

個
人
戦
５
年
生
の
部
優
勝

野球協会（金浦クラブ）

■
第
53
回
全
国
青
年
大
会

軟
式
野
球
競
技
第
３
位

【
団
体
の
部
】

栄
　
光
　
賞

【
団
体
の
部
】

栄
　
光
　
賞

佐
藤
　
　
鋼
さん

（
岡
の
谷
地
１
区
）

三
澤
　
　
渉
さん

（
踏
切
２
区
）

越
川
　
雄
一
さん

（
赤
石
１
区
）

三
澤
　
　
陵
さん

（
踏
切
２
区
）

浅
井
　
　
充
さん

（
由
利
本
荘
市
）

荒
川
　
　
渉
さん

（
駅
通
り
区
）

荒
木
　
敏
明
さん

（
踏
切
２
区
）

佐
々
木
　
光
さん

（
大
竹
２
区
）

齋
藤
　
正
美
さん

（
由
利
本
荘
市
）

沢
木
　
　
洋
さん

（
堀
切
区
）

三
浦
　
哲
太
さん

（
堀
切
区
）

阿
部
　
光
俊
さん

（
上
町
１
区
）

佐
藤
　
朋
哉
さん

（
大
竹
２
区
）

今
野
　
俊
一
さん

（
大
竹
２
区
）

須
藤
　
秀
明
さん

（
大
竹
１
区
）

今
野
　
　
徹
さん

（
大
竹
１
区
）

次のとおり募集を行います。

※採用制度説明会　　日時　平成17年4月30日（土）13:00～　　
場所　本荘由利広域交流センター　

詳しくは、本荘募集事務所まで（122-3479)

■自衛隊幹部候補生
募集種目
一般・技能

歯 科

薬　剤　科

応募資格
①22歳以上26歳未満の者
②修士学位取得者は28歳未満
①20歳以上30歳未満の者
（大学で歯学課程就学者）
①20歳以上26歳未満の者
（大学で薬学課程就学者）

受付期間
平成17年5月13日まで

平成17年5月13日まで

平成17年5月13日まで

■予備自衛官補
募集種目
一　　般
技　　能

応募資格
①18歳以上34歳未満の者
①18歳以上で国家免許資格
等有する者（衛生・語学・整備・
情報処理・通信・電気・建築）

受付期間
平成17年4月8日まで
平成17年4月8日まで

■一般２等海空士
応募資格

①18歳以上27歳未満
受付期間

平成17年4月1日から

自衛官募集案内
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平
成
17
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正
が

順
次
実
施
さ
れ
ま
す
。

主
な
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま
で
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
１
３，
５
８
０
円
で
す
。

・
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
、
毎
年
２
８
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
引
き
上
げ
額
は
、
今
後
の
賃
金
上

昇
率
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。）

■
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
割
引
制
度
が
拡
充
さ

れ
ま
す
。

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
割
引
額
が
増

え
ま
す
。

平
成
17
年
度
分
の
保
険
料
を
一
括
し
て
前
納
す
る

と
、
現
金
払
い
で
は
、
２，
８
９
０
円
の
割
引
、
口
座

振
替
で
は
、
３，
４
２
０
円（
５
３
０
円
増
）の
割
引
と

な
り
ま
す
。（
６
カ
月
前
納
も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
。）

◇
現
金
払
い
で
の
前
納
方
法

４
月
に
郵
送
さ
れ
て
く
る
納
付
書
で
、
４
月
30
日

（
４
月
末
日
が
休
日
の
た
め
５
月
２
日
）ま
で
に
金
融
機

関
等
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
可
能
で
す
。

◇
口
座
振
替
で
の
前
納
方
法

口
座
振
替
日
は
、
４
月
30
日（
４
月
末
日
が
休
日
の

た
め
５
月
２
日
）で
す
。

※
口
座
振
替
で
の
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
平
成

17
年
３
月
31
日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
が

完
了
し
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
既
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割（
当
月
保
険
料
の
当
月
末

引
落
し
）制
度
が
で
き
ま
し
た
。

◆問合先　　秋田県社会保険事務局 本荘事務所（10184-24-1114）
◆社会保険庁ホームページ　　http://www.sia.go.jp/

平
成
17
年
４
月
か
ら
、

年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

通
常
の
口
座
振
替（
当
月
保
険
料
の
翌
月
末
引
落
し
）

は
定
額
保
険
料
で
す
が
、
口
座
振
替
を
早
割
に
す
る
と

４
０
円
が
割
引
と
な
り
ま
す
。
早
割
制
度
を
申
し
込
み

す
る
と
翌
月
末
の
初
回
の
口
座
振
替
に
て
、
２
カ
月
分

の
保
険
料（
従
前
の
保
険
料
と
４
０
円
割
引
さ
れ
た
保

険
料
）が
引
落
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎
月
の
保
険
料

が
４
０
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

【早割のイメージ】
平成17年３月中にお申し込みされた場合

※なお、保険料の半額免除の承認を受けている方の口座振替は、通常の口座振
替でのお申し込みとなります。

○通常の口座振替

保 険 料　　　引 落 月

３月分 ⇒ ４月末日　　

４月分 ⇒ ５月末日

５月分 ⇒ ６月末日

※割引されません。

○早割制度

保 険 料　　　引 落 月

３月分 ⇒
４月末日　　

４月分 ⇒

５月分 ⇒ ５月末日

※４月分以降の保険料から
40円が割引される。



単
身
世
帯
の
方
の
保
険
料
免
除
の
目
安（
年
収
ベ
ー
ス
）

全
額
免
除

半
額
免
除

平
成
16
年
度

１
０
０
万
円

１
５
０
万
円

平
成
17
年
度

１
２
２
万
円

２
２
７
万
円

■
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

・
こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お

い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
か
ん
が
み
、
障
害
基
礎
年

金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
に
対
し
て
福
祉
的
措

置
を
講
じ
る
観
点
か
ら
、
給
付
金
の
支
給
を
行
う
制
度

で
す
。

請
求
の
受
付
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
、
住
所

地
の
市
区
役
所
、
町
村
役
場
で
開
始
い
た
し
ま
す
。
給

付
金
の
支
給
は
、
請
求
書
を
受
付
し
た
月
の
翌
月
か
ら

と
な
り
ま
す
の
で
、
給
付
金
を
請
求
す
る
方
は
、
平
成

17
年
４
月
中
に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
収
入
や
年
金
受
給
の
状
況
に
よ
っ
て
支
給
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象
者

①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象

で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象

で
あ
っ
た
厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
し
て
い
た
方

の
配
偶
者

で
あ
っ
て
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に
生

じ
た
傷
病
が
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
１
、
２
級
相

当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
で
す
。
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■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。（
国
民
年

金
）・

20
歳
代
の
方
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合（
配
偶
者
の
所
得
も
一
定
額
以
下
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。）は
、
申
請
に
よ
り
月
々
の
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
は
、
所
得
が
一
定
額
以
上

の
世
帯
主（
親
な
ど
）と
同
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保

険
料
免
除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

仮
に
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ

た
と
き
に
、
そ
の
月
の
前
々
月
以
前
の
１
年
間
に
保
険

料
の
滞
納
が
あ
る
と
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
若
年
納

付
猶
予
制
度
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
滞
納
の

扱
い
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
万
一
の
時
に
も
安
心
で

す
。ま

た
、
満
額
の
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
、
そ

の
後
10
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
２
年
以
上
経
過
後
は
、
保
険
料
に
一
定
の
加

算
が
か
か
り
ま
す
。）

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
対
象
と
な
る
年
収
の
目
安

平
成
17
年
度
の
基
準

４
人
世
帯（
夫
婦
・
子
２
人
）

２
５
８
万
円

２
人
世
帯（
夫
婦
の
み
）

１
５
７
万
円

単
身
世
帯

１
２
２
万
円

※
本
人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
の
年
収
も
お
互
い
に
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
免
除
の
所
得
基
準
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま
す
。

（
国
民
年
金
）

・
扶
養
者
控
除
が
な
い
た
め
に
、
若
者
に
多
い
単
身

世
帯
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
保
険
料
免
除
の
所

得
基
準
が
、
単
身
世
帯
を
中
心
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

金
浦
小
学
校
、
中
学
校
、
勢
至
保

育
園
で
、
卒
業（
園
）式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

保
育
園
の
み
ん
な
は
、
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
に
、
小
学
校
の
み
ん
な
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
に
、
そ
し
て
中
学

校
の
皆
さ
ん
は
、
一
層
、
大
人
へ
の

ス
テ
ッ
プ
へ
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
祝
卒
業
」

中
学
校
卒
業
式

▲

小
学
校
卒
業
式

▲

卒
園
の
つ
ど
い

▲

対
戦
自
治
体
決
ま
る
！

│
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
５
│

２
０
０
２
年
の
町
制
施
行
１
０
０
周

年
を
記
念
し
参
加
を
始
め
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
も
４
回
目
を
迎
え
、
町
民
並
び

に
町
内
企
業
、
各
団
体
の
強
力
な
参
加

の
も
と
、
３
年
連
続
金
メ
ダ
ル
獲
得
と

い
う
好
成
績
を
得
て
き
ま
し
た
。

３
月
４
日
、
今
年
の
対
戦
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
対
戦
相
手
が
、
喬
木
村

（
た
か
ぎ
む
ら
　
長
野
県
）と
飯
南
町

（
い
い
な
ん
ち
ょ
う
　
島
根
県
）の
２
町

村
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
４

月
下
旬
に
対
戦
相
手
が
決
ま
る
予
定
で

す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
５
の
開

催
日
は
、
５
月
25
日（
水
）で
す
。

○
喬
木
村（
た
か
ぎ
む
ら
　
長
野
県
）

人
口
７，
０
１
７
人
で
南
信
濃
飯
田

市
の
近
隣
に
位
置
す
る
。
南
ア
ル
プ

ス
の
豊
か
な
自
然
を
観
光
、
イ
チ
ゴ

栽
培
な
ど
の
農
業
に
生
か
し
、「
汗
が

む
く
わ
れ
、
ま
ご
こ
ろ
か
よ
う
元
気

と
笑
顔
の
村
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

○
飯
南
町

（
い
い
な
ん
ち
ょ
う
　
島
根
県
）

人
口
６，
２
４
９
人
。
本
年
１
月
１

日
に
頓
原
町
と
赤
来
町
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
町
で
す
。
広
島
県
と
の
県

境
の
中
国
山
地
に
抱
か
れ
た
高
原
地

帯
で
、
町
の
90
％
が
森
林
に
覆
わ
れ

た
緑
豊
か
な
町
で
、「
い
の
ち
彩
る
里
」

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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郷
土
の
偉
人

白
瀬
　
矗

（
第
四
十
七
回
）

し
か
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

人
が
、
出
航
前
日
、
ふ
い
に
姿
を
く

ら
ま
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
学
術
部
長
の
粟
根
鉄
蔵

あ
わ
ね
て
つ
ぞ
う

で
す
。
こ
ん
な
小
船
で
は
生
き
て
帰

れ
な
い
と
思
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
無
理
も
な
い
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
、
矗
に
と
っ
て
粟
根
の
脱
落
は

以
外
で
も
あ
り
痛
手
で
し
た
。
粟
根

も
探
検
隊
に
加
入
す
る
際
、
誓
約
書

に
血
判
を
押
し
て
い
ま
す
。「
そ
の

粟
根
が
何
故
・・・
」
と
思
っ
た
と
こ

ろ
で
仕
方
の
な
い
こ
と
で
し
た
が
、

実
際
に
天
文
や
測
量
の
専
門
家
が
い

な
く
な
っ
た
こ
と
は
大
い
に
困
り
ま

し
た
。

今
度
の
南
極
探
検
計
画
に
つ
い
て

終
始
、
冷
や
や
か
な
姿
勢
を
く
ず
さ

な
か
っ
た
の
は
学
者
た
ち
で
、
参
加

の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
ど
こ
ろ
か
、

協
賛
す
る
学
者
す
ら
稀
で
し
た
。

そ
の
数
少
な
い
学
者
の
中
で
大
い

に
助
け
ら
れ
た
の
は
、
東
京
天
文
台

の
一
戸
博
士
、
中
央
気
象
台
の
中
村

台
長
と
岡
田
理
学
士
で
し
た
。
こ
の

三
人
の
学
者
か
ら
、
学
術
部
員
の
武

田
輝
太
郎
は
極
地
に
お
け
る
天
測
の

方
法
な
ど
、
技
術
的
な
実
習
の
指
導

を
約
一
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
学
者
側
か
ら
示

さ
れ
た
例
外
的
と
も
い
え
る
厚
意
で

し
た
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
著
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

十
一
月
六
日
、
芝
浦
の
探
検
隊
事
務

所
に
着
き
ま
し
た
。

（
山
辺
安
之
助
に
つ
い
て
は
、
金
浦

出
身
の
佐
々
木
平
次
郎
、
佐
藤
平
吉

（
二
人
と
も
北
能
喜
一
郎
の
実
弟
）と

深
い
係
わ
り
が
あ
る
の
で
後
日
詳
し

く
述
べ
た
い
）

つ
づ
い
て
花
守
信
吉
が
樺
太
か
ら

五
頭
、
そ
れ
に
函
館
日
日
新
聞
が
集

め
て
く
れ
た
樺
太
犬
五
頭
を
つ
れ
て

横
浜
に
上
陸
。

運
搬
用
の
動
力
が
満
州
馬
か
ら
樺

太
犬
に
変
わ
っ
て
せ
っ
か
く
苦
労
し

て
手
に
入
れ
た
馬
が
不
要
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
馬
係
の
石

井
良
松
、
新
井
喜
平
の
二
人
は
メ
ン

バ
ー
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
馬
か
ら
犬
に
入
れ
替
え
ら

れ
た
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
に
し

て
も
、
石
井
、
新
井
の
胸
中
は
い
か

ば
か
り
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

と
く
に
石
井
良
松
は
、
日
露
戦
争

に
従
軍
し
た
矗
の
戦
友
で
、
南
極
探

検
計
画
を
知
る
や
、
さ
っ
そ
く
参
加

を
申
し
入
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ

で
矗
は
、
満
州
馬
の
買
い
付
け
を
依

頼
し
た
の
で
し
た
。
石
井
は
戦
後

奉
天

ほ
う
て
ん

で
蹄
鉄

て
い
て
つ

工
場
を
経
営
し
て
い
ま

し
た
が
、
思
い
切
っ
て
工
場
を
売
り

払
い
、
自
分
で
選
ん
だ
駿
馬

し
ゅ
ん
め

十
頭
を

大
連
か
ら
連
れ
て
き
た
の
で
し
た
。

い
わ
ば
隊
員
と
し
て
は
、
も
っ
と
も

古
参
で
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て

働
い
た
人
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
人
も
い
る
か
と
思
え

ば
、
す
で
に
隊
員
と
し
て
決
定
し
、

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
私
は
二
便
目

の
昭
和
基
地
最
終
便
で
す
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
お
礼
と
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
た
っ
た
37
人
で
の
越

冬
生
活
の
無
事
を
祈
っ
て
、
越
冬
隊

一
人
一
人
と
握
手
を
交
わ
し
て
か
ら

ヘ
リ
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

ヘ
リ
は
ゆ
っ
く
り
と
上
昇
し
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
上
空
を
ら
せ
ん
状
に
二
周

し
て
か
ら
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

越
冬
隊
の
方
々
は
見
え
な
く
な
る

ま
で
ず
っ
と
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。

46
次
夏
隊
は
昭
和
基
地
で
の
夏
作

業
と
野
外
観
測
を
無
事
に
全
て
終
了

し
、
昭
和
基
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
の
毎
日
の
日
記
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

彼
の
普
段
の
生
活
の
様
子
な
ど
が

語
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http/:w
w
w
.chokai.ne.jp/copia

▲最後の集合写真

■
出
発
ま
で

開
南
丸
が
用
船
と
決
ま
っ
て
か
ら

は
、
隊
員
や
船
員
た
ち
は
夜
も
ゆ
っ

く
り
眠
れ
ぬ
ほ
ど
忙
し
く
準
備
に
追

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
船
が
五
〇
〇

〜
六
〇
〇
ト
ン
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と

で
立
案
さ
れ
た
計
画
が
根
本
か
ら
狂

っ
て
、
も
う
一
度
積
み
込
む
荷
物
や

動
物
の
再
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
の

で
す
。

第
一
に
極
地
に
お
け
る
運
搬
用
動

力
と
し
て
、
寒
さ
に
強
い
満
州
馬
を

購
入（
十
頭
）し
て
い
ま
し
た
が
、
開

南
丸
の
規
模
で
は
収
容
し
き
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
急
に
変
更
し

て
、
樺
太
犬
を
運
搬
用
の
曳
き
犬
と

し
て
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
こ
れ
は
樺
太
日
日
新
聞
社
が
提

言
し
、
こ
れ
を
採
用
す
る
と
す
ぐ
に

樺
太
犬
二
十
頭
を
寄
贈
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
函
館
日
日
新
聞
も
紙
面
を

も
っ
て
推
奨
し
、
必
要
な
ら
ば
買
い

入
れ
る
用
意
が
あ
る
と
言
っ
て
き
た

の
で
す
。

ま
ず
、
樺
太
日
日
新
聞
か
ら
贈
ら

れ
た
樺
太
犬
二
十
頭
が
樺
太
ア
イ
ヌ

山
辺
安
之
助

や
ま
の
べ
や
す
の
す
け

に
引
き
つ
れ
ら
れ
て
、

南
　
極
　
通
　
信

「
昭
和
基
地
最
終
便
」

２
月
９
日
、
今
日
で
し
ら
せ
ヘ
リ

に
よ
る
昭
和
基
地
│
│

し
ら
せ
間
の
空

輸
は
最
後
と
な
り
、
私
を
含
め
残
っ

て
い
た
46
次
隊
全
員
が
し
ら
せ
へ
戻

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

12
月
18
日
に
昭
和
基
地
に
降
り
立

っ
て
か
ら
の
約
２
カ
月
は
、
と
て
も

忙
し
く
、
肉
体
的
に
も
き
つ
い
夏
作

業
で
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
２
カ
月
間

で
し
た
。

一
緒
に
夏
作
業
に
励
ん
だ
46
次
越

冬
隊
の
皆
さ
ん
と
も
今
日
で
お
別
れ

で
す
。
昨
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
国

立
極
地
研
究
所
で
の
勤
務
か
ら
一
緒

に
働
い
て
き
た
方
も
多
く
、
こ
こ
で

お
別
れ
と
い
う
の
は
と
て
も
寂
し
い

も
の
で
す
。

管
理
棟
か
ら
Ｃ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で

い
つ
も
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
乗
っ
て
移
動
す
る
途
中
、
夏
作
業

期
間
中
に
生
活
し
た
第
一
夏
宿
、
第

一
ダ
ム
、
今
回
建
設
さ
れ
た
風
力
発

電
設
備
、
廃
棄
物
処
理
を
し
た
迷
子

沢
と
、
仕
事
に
励
ん
だ
場
所
を
通
る

た
び
に
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
夏

作
業
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

一
便
目
と
二
便
目
で
、
す
で
に
し

ら
せ
に
戻
っ
て
い
た
46
次
夏
隊
の
メ

ン
バ
ー
ら
も
一
旦
Ｃ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に

集
合
し
、
最
後
に
46
次
隊
が
全
員
集

合
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
最
後
に
全
体
で
記
念
撮
影
を
し
ま

し
た
。

二
便
に
分
か
れ
て
し
ら
せ
に
戻
る



秋田県知事選挙が、4月17日（日）に行われます。
今回の知事選挙は、県政の方向性が決まる大切

な選挙です。自由な意思と自覚をもって、当日は
棄権することなく大切な１票を投じましょう。

■投票できる人
金浦町の選挙人名簿に登録されている人。
（昭和60年4月18日以前に生まれた人で、3ヶ月以
上金浦町に居住し、住民基本台帳に記載されて
いる方。）

■投票は朝７時から、６つの投票所で！
投票当日は、町内６つの投票区ごとに設置さ

れた投票所で、午前７時から午後７時まで投票
できます。入場券に記載された投票所で行って
ください。
込み合う場合がありますので、時間に余裕を

持ってお出でください。

■期日前投票
投票は、原則として投票日に選挙人が投票所

へ行って投票することになっています。
しかし、投票当日にやむを得ない用務（仕事、

旅行、レジャー等）のため、投票所に行くことが
できない人は、前もって期日前投票をすること
ができます。

◇期　間　4月1日（金）から4月16日（土）まで
◇時　間　8：30から20：00まで
◇場　所　金浦町役場１階ロビー
◇宣誓書 入場券裏面にあらかじめ記入いただ

くと、受付が早く済みます。
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秋田県知事選挙　 ☆4. 7. 10. 12カ月児健診☆
◆日　時 4月15日（金）
◆場　所 保健センター
◆受　付 14カ月児　13：00～13：10

17カ月児　13：10～13：20
10カ月児　13：20～13：30
12カ月児　13：30～13：40

◆対　象 平成16年4月、6月、9月、12月に生まれ
た乳児と前回の健診を受けられなかっ
た乳児

◆持ち物　母子健康手帳、アンケート票
※　4カ月児、7カ月児健診の対象者は、離乳食講習
がありますので、受付時間に遅れないようにお願
いします。
また、「おんぶひも」がありましたら持参してく

ださい。

☆1歳6カ月～1歳8カ月健診☆
◆日　時 4月19日（火）
◆場　所 保健センター
◆受　付 12：50～13：00
◆対　象 平成15年7月～9月に生まれた幼児と前

回の健診を受けられなかった幼児
◆持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ

1歳児6カ月児アンケート票（１）、（２）

☆ 生ポリオワクチン投与☆
◆日　時 4月21日（木）12：30～12：45
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 平成17年1月21日以前に生まれ、まだ接

種の終っていない乳幼児
◆持ち物　母子手帳、ポリオ予診票

☆保健センターで遊ぼう☆
◆日　時 4月14日（木）9：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※　お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

☆健康よろず相談☆
◆日　時 4月11日（月）9：00～11：30
◆場　所 保健センター
※　健康づくりや介護に関することなど、保健師
による相談会です。どなたでもお越しください。

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
と
は
、
国
、
県
、
町
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け

付
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
　
４
月
８
日（
金
）

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ
　
　
元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

日
本
語
教
室
交
流
会

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
受
講
生
」を

募
集
し
て
い
ま
す

◆
開
催
日
時
　
　

毎
週
水
曜
日

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
会
　
　
場
　
　

象
潟
町
公
民
館
視
聴
覚
室

◆
学
習
内
容
　
　

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
日
常
会

話
等

◆
そ
の
他
　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、テ
キ
ス
ト

は
自
己
負
担
で
す
。

※
指
導
す
る
方
に
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
者
用
教
科
書
は
貸

与
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
せ
先

象
潟
町
役
場
企
画
課
企
画
係

1

４
３
│

７
５
１
０

投票日は、4月17日（日）です。

～夢たくす、未来の秋田に、この一票～

期日前投票（今までの不在者投票）の際は、右欄宣誓書に 
あらかじめご記入いただきますと、受付が早くすみます。 
■期日前投票ができる日時、場所 

４月１日（金）　から４月16日（土）まで 

午前８時30分から午後８時まで 
金浦町役場ロビー 

期日前（不在者）投票宣誓書 兼 請求書 
私は、秋田県知事選挙の当日、次の理由に該当する見込み 
ですので期日前（不在者）投票をしたく、右記の記載が真実 
であることを誓い、投票用紙を請求します。 

　　平成　年　月　日 
 

氏　名　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　 住　所　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　 

生年 
月日 

明 
大 
昭　年　月　日 

該当する 番号 だけを○で囲んでください 

 仕事・学業・地域行事の役員・本人又は 
 親族の冠婚葬祭・選挙事務、その他 
 （　　　　　　　　　　　）に従事 

（投票区域外への）旅行・外出・その他 

 病気・出産・負傷のため歩行困難 
 住所移転のため本町以外に居住 ⑤ 

③ 

② 

① 

＜お問い合わせ先＞ 
〒018-0311　金浦町金浦字花潟93番地1 
金浦町選挙管理委員会　電話 (0184) 38-4307

理由 
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今野　涼花
りょうか

（大　竹）

少しはずかしがりやの桃花とは
ちがい、いつも元気一杯の涼花。
お絵描き、製作が好きで、いつ
も２人でいろんなものを作ってい
ます。

兼松　千
ち

諭
さと

（頃　田）

野球と自転車が大好きな
元気いっぱいの男の子です。
今年もお兄ちゃんのスポ

少の応援を楽しみにしてい
ます。

伊藤　勝広
かつひろ

（赤　石）

いつもパワー全開の“かっ
つ”です。時々、度を越して
しまうことも…。でも、優し
いところもあって家族みんな
“かっつ”が大好き！

今野　桃
もも

花
か

（大　竹）

双子のお姉ちゃんの方で
す。甘えん坊で、はずかし
がりやさんの桃花。
お絵描きが好きで、いつ

も沢山の絵をかいています。

かんがるー
組のおともだち

き　り　ん 「好きなおともだち」 「かいじゅう」

「赤いかいじゅう」

本多　愛
あい

果
か

（十二林）

とってもはずかしがり屋
さん。だけど、さすがは3姉
妹のお姉ちゃん！
しっかり者でやさしい女

の子です。

「大好きなお父さんとお母さん」 「おともだちと遊んでいるところ」

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
で
す
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
た
め

に
、
土
、
日
の
夜
に
練
習
し
て
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

越川　　翼
つばさ

（金　浦）

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
の
サ

ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
の
試
合
を
見
て

シ
ュ
ー
ト
で
ゴ
ー
ル
に
入
れ
て
い
る

の
が
格
好
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
サ

ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
っ
て
、
ド
リ
ブ

ル
か
、
キ
ッ
ク
を
強
め
て
い
き
た
い

で
す
。

佐々木星
せい

児
じ

（花　潟）

僕
の
将
来
の
夢
は
、
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
電
気
工
事
を
し
た

い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ぼ
く
の
お
じ
い
さ
ん
と

父
が
電
気
工
事
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
や
り
た
い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

伊藤愛
あい

一
いち

郎
ろう

（岡の谷地）

私
の
将
来
の
夢
は
、
動
物
を
保
護

す
る
人
に
な
る
こ
と
で
す
。

ど
う
し
て
な
ろ
う
と
し
た
か
は
、

テ
レ
ビ
を
見
て
、
里
親
が
見
つ
か
ら

な
い
動
物
は
殺
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
、
殺
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

動
物
を
保
護
す
る
人
に
な
れ
る
よ

う
に
、
今
か
ら
で
も
、
動
物
と
仲
良

く
し
て
い
き
、
慣
れ
よ
う
と
思
い
ま

す
。

佐藤　知
とも

美
み

（塩焚浜）

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
の
サ

ッ
カ
ー
選
手
で
す
。

な
り
た
い
理
由
は
、
ス
ポ
少
で
や

っ
て
た
ら
楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
た
ら
、
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
に
出
て
、
い
い

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
有
名
人
に
な
り

た
い
で
す
。

吉川　　瞬
しゅん

（塩焚浜）

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

な
り
た
い
理
由
は
、
テ
レ
ビ
を
見

て
い
た
ら
、
中
田
英
寿
さ
ん
が
ゴ
ー

ル
を
し
て
一
点
を
取
っ
て
い
た
か
ら
、

僕
も
ゴ
ー
ル
を
し
て
一
点
取
っ
て
、

み
ん
な
が
ど
ん
な
喜
び
を
す
る
か
見

た
い
か
ら
こ
の
夢
を
持
ち
ま
し
た
。

中村　泰
たい

斗
と

（塩焚浜）

私
は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、
看
護

師
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。

看
護
士
さ
ん
に
な
っ
て
、
大
き
な

病
院
で
、
薬
を
渡
す
の
を
や
り
た
い

で
す
。

看
護
士
さ
ん
に
な
っ
て
、
薬
を
渡

す
と
き
に
、「
お
だ
い
じ
に
ね
。」
と
、

や
さ
し
く
言
い
た
い
で
す
。 豊島　成

なる

美
み

（西目町）

私
の
将
来
の
夢
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
か
、
外
国
で
働
く
こ
と
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
外
国
で
働
い
て
い

る
と
か
っ
こ
い
い
し
、
日
本
と
外
国

が
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
ば
い
い
な
あ

と
思
う
か
ら
で
す
。

何
の
仕
事
が
し
た
い
か
は
決
ま
っ

て
な
い
け
ど
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
と

ふ
れ
あ
え
る
仕
事
で
活
躍
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
英
語
の

勉
強
を
し
た
い
で
す
。

遠藤　理子
り こ

（金　浦）

浜
っ
子
た
ち
が
思
う
未
来
の
自
分
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『ダレン・シャン12』
～運命の息子～

Darren Shan／著
小学館

『まぼろしのデレン』
～間宮林蔵の

北方探検～

関屋敏隆／著・大塚和義／監修
福音館書店

『最新出張に使える
都道府県事典』

学研辞典編集部／編
学研

『震災マニュアル』
フォーバイ
フォーマガジン社

地
震
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
、
知
恵
と
知

識
で
命
を
守
ろ
う
！

地
震
の
備
え
、
役
立
つ
防
災
・
避

難
用
品
、
対
処
法
等
を
紹
介
。
新
潟

中
越
地
震
の
復
旧
の
実
態
も
レ
ポ
ー

ト
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
の
む
ご
い
仕
打
ち
を

目
の
当
た
り
に
し
、
凶
暴
で
、
冷
酷

で
、
に
く
し
み
を
た
ぎ
ら
せ
た
「
自

分
」が
め
ざ
め
て
し
ま
っ
た
ダ
レ
ン
。

ダ
レ
ン
は
に
く
し
み
に
心
を
む
し

ば
ま
れ
て
し
ま
う
の
か
？
完
結
編
。

『祝言』
平岩弓枝／著
文芸春秋

美
し
い
江
戸
の
町
に
実
を
結
ぶ
、

る
い
と
東
吾
の
恋
。

捕
物
、
人
情
、
江
戸
の
光
景
に
贅

沢
に
心
遊
ば
せ
る
人
気
長
寿
シ
リ
ー

ズ
「
御
宿
か
わ
せ
み
」
単
行
本
11
〜
20

巻
の
中
よ
り
厳
選
し
た
10
篇
を
収
録
。

探
検
は
、
夢
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
！

間
宮
林
蔵
は
カ
ラ
フ
ト
と
大
陸
を

探
検
し
、
北
方
の
民
族
が
生
き
生
き

と
交
流
し
て
い
る
姿
を
目
撃
す
る
。

探
検
家
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
や
ま
と

ゆ
き
は
ら
」
の
姉
妹
編
に
あ
た
る
絵

本
。

お
ひ
な
さ
ま

３
月
３
日
（
木
）、
勢
至
保
育
園
で
「
お

ひ
な
さ
ま
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

お
ひ
な
さ
ま
役
は
、
年
少
組
の
み
ん

な
で
す
。
一
人
一
人
、
ボ
ー
ル
で
作
っ

た
”く
じ
“
を
引
い
て
自
分
の
演
じ
る

役
を
決
め
ま
し
た
。

お
内
裏
様
に
、
お
雛
様
。
そ
し
て
、

五
人
囃
子
、
三
人
官
女
に
、
ぼ
ん
ぼ
り

役
ま
で
。。。

お
し
ま
い
に
は
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
が
お
ひ
な
さ
ま
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
、

お
菓
子
の
お
み
や
げ
ま
で
…
。

み
ん
な
楽
し
そ
う
で
し
た
よ
。

園
長
先
生
が
、「
ひ
な
祭
り
は
、
体
が

丈
夫
で
、
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
る
よ

う
に
っ
て
お
祝
い
す
る
女
の
子
の
お
ま

つ
り
な
ん
だ
よ
」
っ
て
み
ん
な
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

降
る
雪
に
含
は
す
小
声
の
あ
ら
べ
う
た

須
　
藤
　
久
二
郎

春
み
ぞ
れ
石
仏
着
衣
あ
ら
た
に
す

今
　
野
　
坂
　
記

春
一
番
堅
き
榾
木
も
眼
を
さ
ま
す

佐
　
藤
　
幸
　
一

車
ま
で
夫
に
傘
さ
す
春
み
ぞ
れ

高
　
橋
　
卯
　
治

硝
子
戸
に
春
の
み
ぞ
れ
の
残
り
け
り

五
十
嵐
　
義
　
知

老
梅
の
添
え
木
に
力
も
ら
ひ
咲
く

須
　
藤
　
久
　
樹

BOOK&VIDEO
新着案内

47
都
道
府
県
＆
11
主
要
都
市
別
に

詳
細
解
説
。

日
本
を
読
み
解
く
最
新
県
勢
デ
ー

タ
、
出
張
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ

「
ビ
ジ
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト
」「
発
展
動
向
」

「
消
費
傾
向
」、
読
ん
で
楽
し
い
「
県

民
性
」、
旅
行
や
出
張
に
使
え
る
情

報
満
載
。

金
浦
小
学
校
が
、
あ
い
さ
つ
運
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
学
校
と
し
て
、

「
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
る
会
」（
会
長
　
出
羽
新
聞
社

社
主
　
嵯
峨
博
）
よ
り
、
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

生
徒
を
代
表
と
し
て
、
６
年
生
の
佐

藤
優
樹
君
は
、「
今
ま
で
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
き
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
賞

に
繋
が
っ
て
う
れ
し
い
。」
と
あ
い
さ

つ
。
全
校
生
徒
を
前
に
し
て
、「
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
声

を
掛
け
ま
し
た
。

金
浦
小
学
校
は
、
昨
年
４
月
に
新
校

舎
に
移
転
し
た
の
を
機
に
、「
明
る
く

元
気
な
こ
こ
ろ
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

あ
い
さ
つ
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

金
浦
小
学
校
が

あ
い
さ
つ
運
動
で
表
彰
！

▲賞状を受け取る堀田友彦君



平
成
17
年
２
月
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成
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年
３
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4月お知らせカレンダー
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

町の人口・世帯
平成17年２月28日

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
課
　
1（
〇
一
八
四
）
三
八
―
四
三
〇
〇
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
―
一
　
■
印
刷
所
　
秋
田
市
旭
北
錦
町
三
―
五
〇
　
㈱
三
戸
印
刷
所

※人　口

男 2,359人（減４）
女 2,644人（減５）
計 5,003人（減９）
※世帯数

1,583戸（減１）

二種混合予防接種　保健センター
12:30～12:45 受付

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

1歳6カ月児健診　保健センター

ポリオ生ワクチン投与　保健センター
12:30～12:45 受付

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）

みどりの日

日本脳炎予防接種　保健センター
12:30～12:45 受付

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

ＪＡミニディサービス　元気百歳館 10:00～

お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室
(10:30～11:00)

健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）

にこにこ　保健センターで遊ぼう
（9:00～12:00）

4・7・10・12カ月児健診　保健センター

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

取
材
で
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
卒
業
（
園
）
式
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

式
に
出
席
し
た
保
護
者
の
方
々
の

涙
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
を
見
て
い
る
と
、
自
分

た
ち
な
り
に
歩
ん
で
来
た
道
の
り
に

様
々
な
思
い
が
よ
ぎ
る
よ
う
で
、
寂

し
さ
が
表
情
に
表
れ
て
、
そ
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
光
景
を
見
て
い
る
と
、

卒
業
式
は
親
と
し
て
の
節
目
で
も
あ

る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
た
ち

自
身
の
卒
業
式
。
そ
し
て
、
一
歩
一

歩
確
実
に
成
長
し
て
い
る
ん
だ
な
あ

と
感
じ
ま
し
た
。

ほ
っ
と
一
息
…
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

■
新
年
の
抱
負

休日応急診療在宅当番医
３日（日）池田医院（143－3106）

10日（日）象潟駅前皮フ科（143－5252）

17日（日）加藤医院（135－2543）

24日（日）金病院 （143－5522）

29日（金）木村医院（143－3308）
※象潟町役場（143-3200）でご確
認ください。診療時間は９時～12時
です。 象潟町医師会

慶

弔

だ

よ

り
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●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ
も
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
竹
　
内
　
フ
ミ
子
　
様
（
木
の
浦
山
）

石
　
井
　
小こ

雪ゆ
き

（
和
広
）塩
焚
浜

能
　
藤
　
寅
太
郎
（
84
歳
）金
　
浦

今
　
野
　
　
　
錦
（
66
歳
）金
　
浦

越
　
川
　
サ
　
タ
（
89
歳
）金
　
浦

佐
々
木
　
乙
　
女
（
86
歳
）木
の
浦
山

ち
ゃん

石
　
川
　
政
　
和
（
埼
玉
県
）

沢
　
木
　
　
　
舞
（
鳥
長
根
）
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ん
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ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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ご
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ご
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祈
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す
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ご
め
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ふ
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